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１０．ハイビジョン双方向遠隔授業による医療福祉情報

分野の人材育成とIPv6 活用の取り組み 

 

横浜国立大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横浜国立大学情報基盤センターでは、横浜市立大学との医工連携プロジェク

トの一環として、横浜国立大学大学院環境情報研究院・横浜市立大学大学院

医学研究科間を結んでハイビジョン双方向遠隔授業を実施しています。この

プロジェクトの概要と成果、並びに現在推進中の IPv6 活用について、環境情

報研究院教授有澤 博氏と情報基盤センター 准教授徐 浩源氏にお話を伺

いました。 

(インタビュー実施：2008 年 12 月 11 日）

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

横浜市大との医工連携プロジェクトに取組まれた経緯を伺えますか。 

る点が、当センターの大きな特徴と言えます。ここでは情報基盤の高度化に裨益する先

進的なプロジェクトを学内から公募し、選考を経て実施しています。 

徐氏：当センターは、2007 年 4 月に、学内の IT 環境整備と教

育研究活動の支援・推進を目的として、従来の総合情報処理セ

ンターから改組されました。具体的な活動としては、キャンパ

ス情報ネットワークの管理運用、並びに情報セキュリティ強化

などの業務を、「情報ネットワーク部門」が担当。また、約 600

台の教育用 PC、全学メールシステムの維持管理や情報処理関連

教育を、「教育支援システム部門」が担当しています。さらに、

この二部門に加えて、複数の研究プロジェクト部門を設けてい

まず、横浜国立大学 情報基盤センターの活動内容について教えて頂けますか。 

有澤氏：最近では医療や看護、福祉、介護などの現場にお

いても、IT による支援が欠かせなくなっています。本学の

環境情報研究院としても、こうした領域で活躍できる高度

な専門性を備えた人材を育成することが重要な課題です。

その取り組みの一つとして、文科省の事業である「大学院

教育改革支援プログラム」（大学院 GP）に応募し、平成 19

年度より「医療・福祉分野で活躍できる情報系人材の育成  
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双方向遠隔授業を実現する上で、ポイントとなった点などはありましたか。 

プログラム」をスタートさせました。 

ここではいろいろな活動を行っていますが、その一つが医療・福祉現場で実際に役に

立つソフトウェアを、学生自身がリーダーシップを取って開発する「SIP プロジェクト」

です。たとえば、ベテランの介護福祉士の方が介護を行う際の身体の動き方をコンピュ

ータで解析し、そのノウハウを明らかにするプログラムを開発するといったことを行っ

ています。ちなみに、SIP プロジェクトを含む所定の教育プログラムを修めた学生には、

成績証明書に「副専攻プログラムとして医療福祉情報を修めた」と記載されますので、

医療機器関連メーカーへ就職する際などの大きな材料にもなっています。 

また、大学院 GP におけるもう一つの重要な取り組みが、横浜市大医学部との双方向遠

隔授業です。医療・福祉分野で活躍するためには、当然ながら医学についての基礎知識

が不可欠です。しかし、横浜市大医学部の先生方もお忙しいので、本学に定期的に来て

いただいて授業を行うのは困難です。そこで、ネットワークを利用した遠隔授業に目を

付けたのです。 

有澤氏:一つはハイビジョン映像でのリアルタイム中継を行うということです。一般的な

テレビ会議システムでは、画質が不十分で資料や映像などがはっきり読み取れません。

医療情報系の授業において、このことは大きな問題になります。また、録画した映像を

再生するだけでは、授業を提供する側も受ける側も、臨場感や緊張感が薄れてしまいま

す。 

こうした問題を解消するために、双方向遠隔授業用のハイビジョン中継システムを新

たに開発しました。これなら、先生方も自分の教室と同時に受信側の教室の様子も見な

がら授業を進められますし、受信側の学生が先生に質問することもできます。ハイビジ

ョンは黒板の小さな文字や画像、資料などもクリアに見られますので、非常に評判はい

いですね。また、運用コストの嵩む専用回線などではなく、SINET ノード経由で通常の

インターネット回線を利用するところにもこだわりました。 
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ハイビジョン中継システムの概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有澤氏：「臨床医学概論」、「医科学概論」、「人体構造生理学」など医学系の授業を横浜市

大から提供して頂いているほか、本学からも「先端的画像医学」など情報系の授業を提

供しています。また、プロジェクト開始当初は、二校間で始まった取組みですが、最近

では慶応大学にも参加して頂いて「看護福祉工学」の授業も行っています。今後もいろ

いろな大学と連携して、双方向遠隔授業の幅を広げていきたいですね。また、授業の内

容は貴重な教育資産でもありますから、ハイビジョン画質のままで、コンテンツ自動作

成システムの開発なども推進中です。 

今後に向けた新たな計画なども始まっているのですか。 

有澤氏：次のステップとして現在検討を進めているのが、中国の複数の大学との間での

国際双方向遠隔授業です。現在様々な形で日本への留学生を増やすための活動も行われ

ていますが、現実問題として多数の中国の学生が日本に来るのはそう簡単ではありませ

ん。しかもその一方で、中国には日本語強化クラスを設けている大学があり、一つの学

部に日本語を学ぶ学生が何百人もいたりします。その点、今回のシステムを利用すれば、

こうした中国の学生の皆さんに、ネットワーク経由で日本語による授業を日本の大学キ

ャンパスから提供することができます。幸い中国にも、SINET と同じような学術情報ネ

ットワーク「Cernet」がありますので、国際双方向遠隔授業をぜひ実現させたいと考え

ています。 

現在はどのような形で授業を実施されているのですか。 

 

 - 53 -



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

IPv6 の具体的な活用についてはいかがですか。 

して、IPv6 の全面的な導入を図りました。ユーザーに対する規約・規則の整備なども終

わり、2008 年 12 月 1 日より学内へのサービスを開始しています。 

徐氏：冒頭でも述べた通り、情報基盤センターには、教育・研究開発の基盤となる環境

を整備する使命があります。我々としても、最先端の情報インフラを学内にできるだけ

早く提供したいと考えていますので、IPv6 の導入・活用は大きなテーマでした。今回の

導入の直接のきっかけとなったのは、2007 年 12 月に SINET3 で IPv6 ネイティブルーテ

ィングのサービスが開始されたことです。トンネリングなどの方法を利用する手もあり

ますが、大学レベルではコストも含めて対応が大変な面があります。それだけに SINET

の IPv6 ネイティブ対応は非常に魅力的でしたね。ちょうど本学でも、基幹ネットワーク

設備の更新時期を迎えていましたので、デュアルスタック対応のネットワーク機器を購

徐氏：サービス提供を開始したばかりということもあり、学内での本格的な活用はこれ

からという段階です。もっとも、既にいくつか有力な用途が挙がっており、有澤先生か

らお話のあった中国との遠隔講義もその一つです。中国の大学でも IPv6 の導入が進んで

おり、グローバルな IPv6 ルーティングなども可能な体制が整っています。帯域も十分に

空いていますので、国際的なハイビジョン映像伝送に IPv6 を活用できればと考えていま

す。SINET にもサポートしてもらえるとありがたいですね。 

IPv6 関連の取り組みについてもお話を伺いたいのですが、まず IPv6 の導入を行った背景

を教えて頂けますか。 

 
 
最後に SINET への期待を伺えますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有澤氏：双方向遠隔講義システムを構築する際に、ネットワークのテストを行ったので

すが、SINET3 のネットワーク品質は非常に優れていると感じました。高性能・高信頼な

ネットワーク基盤を提供するという部分では、大いに評価していますので、今後は研究・

開発の分野でも踏み込んだ支援をしてもらえれば嬉しいですね。また、SINET 傘下には

ネットワーク事情の良くない大学もまだまだ数多く存在しますので、こうした大学への

さらなる支援もお願いできればと思います。 

ありがとうございました。 
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１１．インターネットを利用した国際遠隔講義 

 

琉球大学 

 
 
 
 
 
 
 
 

琉球大学総合情報処理センターでは、インターネットを利用した国際遠隔講

義を、ハワイ大学など 7 大学の連携で実施しています。その概要と今後の取

り組みについて、琉球大学学長補佐工学博士高良富夫氏(前・総合情報処理セ

ンター長)と琉球大学総合情報処理センター技術職員大川康治氏にお話を伺

いました。 

(インタビュー実施：2008 年 6 月 9 日）

 
 
 

 

高良氏：全学に対して、コンピュータおよびネットワークの

基盤を提供することが当センターのミッションです。各学部

に基礎教育のための PC を配置するなど、様々な取り組みを

行っていますが、最近ではネットワークの整備が大きいです

ね。今や講義や研究はもちろんのこと、学内の事務でもネッ

トワークが使えないと仕事になりません。事務系システムを

管理している部門とも連携して、IT 環境の維持・改善に取り

組んでいます。また、琉球大学は、比較的早くから高速なネ

ットワークを導入してきましたので、学長の年頭挨拶や教員

向けの講演会などを学内にビデオ配信するといった取り組み

も行っています。 

 
 
 

 
 
 
 

 

大川氏：ユーザがストレスなく利用できる環境を提供する

ことも大事ですが、もう一つ重要なのが重要なのがセキュ

リティの問題です。初心者のユーザーがウィルス感染を引

き起こすような危険もあるため、技術面の対応だけでなく、

セキュリティに対する啓蒙活動なども必要と考えていま

す。また、社会人入学された方など、PC のスキルが十分で

ない方へのフォローも重要なテーマの一つです。 

大学の IT 環境を構築・運用していく上で、特に注意されている点などありますか。 

まず、琉球大における総合情報処理センターの役割についてお聞かせください。 
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田中氏：まず一点目は、本当の意味で「双方向」であるということです。つまり、遠隔

授業を受ける側の学生も、送り手側の教員や学生と一体となって授業に参加できるとい

うことですね。単純に授業の内容を流すだけなら、テレビ会議システムのようなものを

使う手もあります。ただ、この方法だと、どうしても受け手側がテレビを眺めているよ

うな感覚に陥りやすい。また送り手側の教員にとっても、教卓に置いた小型モニタなど

では、受け手側教室との一体感が持てません。今回構築するシステムでは、こうした問

題をなくしたいと考えました。 

また、もう一点は、システムを利用する先生方に機械操作などの負担を掛けないとい

う点です。今回のシステムは、高度な機能を備えたハイテク機器で構成されていますが、

いろいろな機能を駆使することが本来の目的ではありませんからね(笑)。メカにあまり強

くない先生が遠隔授業を行う時にも、普段と同じように何も意識せずに講義ができるこ

と。これも今回の重要なポイントでした。 

システムの特徴について教えて頂けますか。 

プロジェクトを進めるにあたっては、どのような点をコンセプトとして掲げられました

か

双方向遠隔授業システムの拠点イメージ 

田中氏：いま申し上げたようなことを実現するために、今回のシステムには様々な工夫

を盛り込んでいます。たとえば、中規模～大規模教室では、教室の後方に大画面スクリ

ーンを 2 画面設置し、遠隔授業を受ける他大学の教室を映しています。学生が後ろを振

り返ると、他大学の学生がスクリーンの中で自分たちと同じように教壇を向いて座って

いるわけですね。このような環境を用意することで、教室内には一体感が生まれます。
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しかも、学生証を利用した出席管理システムとも連携していますので、講義を担当する

教員がスクリーンの向こう側を指さして、他大学の生徒に質問することもできます。送

り手側の教室にいる生徒も、受け手側の教室にいる生徒も、通常の授業とまったく変わ

りなく授業が受けられるわけです。 

また、受け手側教室の前方には、2 つまたは 3 つのモニタを用意し、教員の映像、黒板

の映像、資料映像などを映し出せるようにしています。ちなみに、教員を映すためのカ

メラは自動追尾式になっていますので、黒板の前を歩き廻ってもモニタから姿が消えて

しまう心配はありません。また、予約を入れておけば自動的にシステムが立ち上がりま

すので、講義が始まる前に何らかの機械操作をする必要もありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 

双方向遠隔授業システムを使った授業 
 
 

 

 授業イメージ図（大中小教室授業例） 
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ネットワーク的に課題となった点はありましたか。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在はどのような形で遠隔授業が行われているのですか。 

田中氏：一番問題になったのは、やはり音声の遅延ですね。実際にテストしてみると、

映像と音声が 0.5 秒ズレるとかなり違和感があります。このままでは授業にならないの

で、遅延を 0.2 秒以内に納めることを目標にしました。そのためにはより高速なネット

ワーク環境が必要だったので、NII に SINET の帯域を太くすることを依頼し、快く応じ

て頂きました。これには大いに感謝しています。 

田中氏：平成 20 年度のカリキュラムでは、前期に 4 科目、後期に 13 科目の授業を実施

しています。内容は教養教育が中心ですが、専門教育の科目も一部含まれています。ま

た、別々の大学間だけでなく、同一大学の複数キャンパス間での利用も行われています。

アンケートの結果を見ると、「普段とは異なるメンバーが揃うのが面白い」(教員)、「他大

学の学生と交流できて有意義」(学生)、「他大学の興味深い講義を居ながらにして受けら

れるのは魅力的」(学生)といった好意的な意見も多いですね。 

初期には各大学の授業時間帯が違うことから、最終 5 時限目の開始時間が一番遅い大

学に合わせて遠隔授業を行っていました。しかし現在では、各学長の賛同を頂き、金沢

大・富山大・福井大の授業時間帯をすべて合わせました。これにより、一時限目からで

も遠隔授業が行えるようになっています。 

今後はどのような形で遠隔授業を発展させていかれますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田中氏：今後は各大学が蓄積した研究・教育資源を、お互いに共有・活用していく動き

がますます活発になることでしょう。今回のシステムは、そのための強力な武器になる

と考えています。たとえば、教養教育について言えば、北陸地区のどの国立大学に入学

しても同じレベルの授業が受けられ、学生たちが「北陸の国立大学に来て良かった」と

満足感を抱けるようになる。そうした環境を、今後も創り上げていきたいですね。もち

ろん、そのためにはセキュリティや高速性、信頼性など、ネットワークに関わる課題を

解決していく必要もありますので、SINET のサービスと NII の支援にも大いに期待して

います。 

ありがとうございました。 
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１４．特別支援教育における双方向遠隔授業 

愛媛大学 

 
 
 
 
 
 
 
 

愛媛大学教育学部長尾研究室では、特別支援教育における双方向遠隔授業の

可能性に着目。鳥取大学地域教育学部小枝研究室との間で実際に授業を行う

など、様々な取り組みを展開しています。その狙いについて、愛媛大学教育

学部教授長尾秀夫氏にお話を伺いました。 

(インタビュー実施：2008 年 10 月 3 日）

 
 
 

 

長尾氏：私はもともと小児科の医師で、小児神経学、つまり

脳や筋肉などについての研究を専門としています。今でも診

療は続けており、患者さんやご家族の方々から相談を受ける

機会も少なくありません。そうした中で、常々強く感じてい

たのが、障害を持つ子どもたちの教育環境や生活環境をもっ

と改善していく必要があるということでした。そこで 20 年ほ

ど前に教育学部に移り、当時は障害児教育と呼ばれていた特

別支援教育に関わるようになりました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長尾氏：ええ。愛媛県下には子ども療育センターや特別支援学校など、特別支援教育の

拠点が数カ所あり、本学からも特別教育支援コーディネーター専修の大学院生などを小

中学校に派遣しています。その指導や教育相談のために、平成 18 年度よりテレビ会議シ

ステムを導入・活用しています。 

もっとも、このシステムでは、拠点側に導入した端末が小型モニタ内蔵機だったため、

数十人規模で双方向授業を行うにはちょっと厳しい面がありました。また画面の解像度

遠隔授業についても、以前からいろいろな取り組みを行われているそうですね。 

特別支援教育には、教育学、心理学、医学の 3 分野があり、私はこの中の医学分野を

担当しています。私が教育学部に移った当時は、全国でも教育学部の医師は精神科がほ

とんどで、小児科の医師は 1～2 名ほどでした。しかし、最近ではこの分野にも小児科の

医師がだんだん増えています。発達障害を持つ子どもには医学的な支援が欠かせません

から、我々としてもこの分野における教育方法の確立と、教育方法を身につけた教員の

育成に力を注いでいます。 

長尾先生が特別支援教育に関わるようになった経緯をお聞かせ頂けますか。 
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長尾氏：これは特別支援教育に限ったことではないと思いますが、いろいろな先生方の

話を聞くことが、学生にとって非常に有意義なんですね。たまたま、鳥取大学地域学部

地域教育学科の小枝達也教授とは、同じ小児神経科を専門としており、研究班でも親し

くさせて頂いています。小枝先生はとても優秀な方で、学生の指導にも熱心に取り組ん

でおられますので、2007 年末の会議でご一緒した際にぜひ一度遠隔授業をとお願いした

のです。幸い先方からもご快諾を頂き、2008 年 7 月に第一回の遠隔双方向授業を実施し

ました。 

鳥取大学小枝研究室との遠隔双方向授業については、どのようなきっかけではじまった

のですか。 

もあまり高くなかったので、平成 20 年からは DV ビデオカメラを利用する遠隔授業配信

システム(FA・システムエンジニアリング社製「DV- CUBE」)も新たに導入。これにより、

プロジェクタの利用が可能になり、カメラで撮影したテキストの文章が遠隔地側で読め

るほど解像度も向上しました。遠隔授業については、教育学部全体としても高い期待を

掛けています。というのも、今年から教員免許更新のための授業が試行されますが、そ

の対象となる先生方の数は愛媛県下で約 3,000 名にも上ります。同じ内容の授業を何度

も行うのは非効率ですし、先生方にとっても講習会場までの移動が大変です。その点、

県内をエリア分けして遠隔授業を実施すれば、こうした問題もある程度解消できると考

えています。 

鳥取大学側：左側の投影部分（小枝達也教授） 

愛媛大学側：左側の投影部分の右下（長尾秀夫教授） 

鳥取大学と愛媛大学の第一回遠隔双方向授業（2008 年 7 月） 
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この時の授業の内容、並びに利用した環境について教えて頂けますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

長尾氏：まずは鳥取大側から、今回の授業のテーマである「発達障害学生の支援」につ

いての取り組みをスライドで紹介して頂き、その後鳥取大の学生が相互に質疑応答、次

に愛媛大からの質疑応答を行いました。同じように愛媛大側でも取り組みを紹介し、そ

の後愛媛大の学生が相互に質疑応答、次に鳥取大からの質疑応答という流れで授業を進

めました。 

システム的には、県内の遠隔授業で実績のある DV-CUBE を鳥取大に設置し、愛媛大

－鳥取大間を結ぶネットワークとして SINET の L2-VPN サービスを利用しました。今回

の授業には、本学の総合情報メディアセンターと鳥取大の総合メディア基盤センター、

並びに本学工学部の都筑伸二教授のご協力も仰いだのですが、こうした専門家の方々か

ら「国立大学間を結ぶ遠隔授業なら SINET を利用するのが良い」というアドバイスを頂

きました。実際、ネットワーク的には、速度・安定性ともまったく問題ありませんでし

たね。リアルタイムに会話できることを重視していましたので、これには非常に助かり

ました。ちなみに、テストの時に愛媛大・鳥取大間で「じゃんけん」をやってみたので

すが、遅延もなくちゃんと勝負できましたよ(笑)。 

 
「DV-CUBE」を使った双方向遠隔授業配信システム 
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授業についての評判は如何でしたか。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠隔双方向授業は今後も積極的に推進していかれるのですか。 

また、基本的に討論や質疑応答を伴う「双方向」の授業ですから、通常の授業よりも

緊張感があって良かったとの意見もありました。やはり、一方的に講義を聞くだけでは、

受け手側としても集中力を保つのが難しい。遠隔授業を活発化するには、双方向である

ことが重要と考えています。そうした面でも、今回の授業は成功したと言えると思いま

す。 

長尾氏：当日参加した院生と学部生にアンケートを取ったのですが、他大学の先生の話

が聞けたり、他大学の学生とリアルタイムのディスカッションができて面白かったとい

う意見が多かったですね。同じ分野の研究をしていても、地域や大学によって異なる考

え方や視点があることに、あらためて気づいたようです。 

私個人としては、双方向遠隔授業によって各大学間の交流や単位互換の動きが強まっ

ていけば、日本の特別支援教育の授業全体の底上げにもつながっていくと期待していま

す。将来的には、中国や韓国など、海外の大学とも遠隔双方向授業ができるようになれ

ばいいですね。もちろん、国内外の大学との連携を深めていく上では、ネットワークの

存在が欠かせませんから、SINET のサービスにも大いに期待しています。 

長尾氏：そうですね。今回のように距離が比較的近い中国・四国地方間の授業でさえ、

学生にとって新鮮な体験だったわけですから、もっと遠隔地の大学と授業を行えば、ま

た新たな発見があると思います。日頃なかなかお会いする機会のない遠方の先生方から

先端的なお話が聞ければ、学生にとってもいい刺激になるでしょう。他大学の学生との

遠隔ディスカッションについても、同様のことが言えます。2 大学間だけでなく、3～5 大

学を結んだ双方向授業もやってみたいですね。 

 
 
 
ありがとうございました。 
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